
 
 

１ 発生国への渡航の自粛 
 

  もし渡航する場合は 
    ・畜産関係施設に立ち入らない。 
    ・卵・肉製品等を日本に持ち帰らない。 
    ・帰国の際には、空海港の動物検疫所カウンターに立ち寄り 
     家畜防疫官の指導を受ける。 
 

  帰国後は 
    ・一週間は農場に入らない。 
    ・海外で使用した衣服及び靴は農場に持ち込まない。 
 

２ 農場への部外者立入禁止 
 

３ 人・車両の消毒の徹底 
 

４ 野生動物の侵入防止 
 

５ 毎日の健康観察 
 

６ 異常家畜を発見した場合の早期通報 
 

７ 来場者の記録と保管 

お問い合わせは 千葉県中央家畜保健衛生所まで 

TEL. 043-250-4141 (夜間・休日転送)       FAX. 043-286-0090 

ウイルスの侵入を防ぐため、下記事項の徹底を！ 

 ゴールデンウィークは衛生管理の強化を！ 
  中国、台湾などの近隣諸国ではHPAIが継続して発生しています。 
韓国においては先月、昨年１１月以来４ヵ月ぶりに発生が確認され
ました。ゴールデンウィークに入り人や物の移動が盛んになること
から、HPAIが国内に侵入するリスクが高まっています！ 

 ☆飼養衛生管理を見直す機会にして、農場を守りましょう！ 
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～平成２８年度 中央家畜保健衛生所新体制～ 

所長 高橋岩雄 
次長 芦澤尚義 

   防疫課 
 

主幹 市沢三香 
   相田洋介 
   倉地 舞 
   佐多美香 

  衛生指導課 
 

課長 笠井史子 
   猪熊道仁 
   上林佐智子 
   小山祐介 

   庶務課 
 

課長 小澤浩子 
   寺田賢二 

千葉庁舎 

佐倉庁舎 

次長 原 普 

  病理生化学課 
 

課長 小川明宏 
           陰山   潔 

      関口真樹  
      綿村崇宏 
   島田圭悟 

 細菌ウイルス課 
 

課長 木下智秀       
      大坪岳彦 
      福井聡子 
      佐藤隆裕 
      岡本みさき 
   畑中ちひろ 

転出者 
 

  千葉庁舎 ：林 治実、青木ふき乃、篠原栄里子、小島洋一、大畑 清 
  佐倉庁舎 ：石原勇人、松本敦子、関根大介 

 平成２８年度は以下のメンバーで運営いたします。よろしくお願いいたします。 

 

 ☆定期報告書をまだ提出していない方へ☆ 
 

 定期報告書の３枚（基本情報、家畜の種類及び頭羽数、飼養衛生管理基準
の遵守状況）は必ず記入・提出願います。 

 添付書類（農場平面図、立入制限・消毒設備、埋却地等）については、変更
がない場合は、定期報告書右上の“添付書類記載事項の変更”のなしに○を
付け提出は不要です。変更がある場合は、加筆し定期報告書と一緒に提出
願います。 

 ※提出期限：家きん以外 ４月１５日、家きん ６月１５日 


